
職場における
ハラスメントの一例
・セクシュアルハラスメント
　…�性別を問わず、性的な言動により、相手
に不快な思いをさせること、または、性
的な言動に対する相手の対応（拒否や抵
抗）によって、不当な解雇や降格、配置
転換など、労働条件に不利益をもたらす
ことなど

・マタニティハラスメント
　…�労働者の妊娠、出産や育児休業の取得な
どをきっかけに、職場から嫌がらせや不
当な解雇、降格などの不利益な取り扱い
を受けること、育児休業の取得を認めな
いことなど

・マリッジハラスメント
　…�未婚の人に対して、周囲が結婚しない理
由を詮索したり、独身でいることを責め
ることによって、不快な思いをさせるこ
となど

・パワーハラスメント
　…�職務上の地位や人間関係などの職場内の
優位性を背景に、業務の適正な範囲を超
えて、精神
的・身体的
苦痛を与え
ることなど

多
様
な
性
に
つ
い
て
考
え
る

誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

等
基
本
調
査
』
に
お
け
る
育
児
休
業
の
取

得
率
は
、
女
性
82
・
２
㌫
に
対
し
て
、
男

性
が
６
・
16
㌫
。
男
性
の
取
得
率
は
少
し

ず
つ
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
男
性
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
夫
婦
間
で
の
育
児
・
家
事
の
分

担
が
可
能
と
な
り
、
女
性
の
子
育
て
に
対

す
る
不
安
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
職
場
で
育
児
休
業
の
取
得
を

申
し
出
に
く
い
雰
囲
気
を
感
じ
る
な
ど
、

本
人
が
取
得
を
希
望
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多

く
、
職
場
の
理
解
や
配
慮
が
不
可
欠
で
す
。

　
中
小
企
業
が
従
業
員
に
対
し
て
育
児
休

業
の
取
得
や
取
得
後
の
職
場
復
帰
を
支
援

す
る
た
め
に
策
定
す
る
『
育
休
復
帰
支
援

プ
ラ
ン
』
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
、

２
０
１
５
年
に
同
プ
ラ
ン
策
定
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
企
業
に
向
け
て
、
従
業
員

な
ど
の
状
況
に
応
じ
た
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を

提
示
す
る
な
ど
、
育
児
休
業
の
さ
ら
な
る

取
得
率
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
、
姿
、
価
値
観
、

感
情
な
ど
が
異
な
る
よ
う
に
、
人
間
の
性

の
あ
り
方
も
多
様
で
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で

『
Ｌエ

ル

Ｇジ
ー

Ｂビ
ー

Ｔテ
ィ
ー

』
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
と
は
、
『
女
性
同
性
愛

者
』
（
Ｌレ

ズ

ビ

ア

ン

ｅ
ｓ
ｂ
ｉ
ａ
ｎ
）
、
『
男
性
同

性
愛
者
』
（
Ｇゲ

イ
ａ
ｙ
）
、
『
両
性
愛
者
』

（
Ｂバ

イ

セ

ク

シ

ャ

ル

ｉ
ｓ
ｅ
ｘ
ｕ
ａ
ｌ
）
、
『
生
ま
れ
た

と
き
の
性
と
は
違
う
性
で
生
き
る
人
・
生

き
た
い
と
望
む
人
』
（
Ｔト

ラ

ン

ス

ジ

ェ

ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｇ
ｅ

ｎン

ダ

ー

ｄ
ｅ
ｒ
）
の
各
語
の
頭
文
字
を
と
っ
た

表
現
で
す
。
人
口
に
占
め
る
割
合
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
『
性
的
少
数
者
』
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
国
内
で
は
、
性
的
少
数
者
へ
の
理
解
が

進
ま
ず
、
偏
見
や
差
別
が
あ
る
の
が
現
状

で
す
。
そ
の
た
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
あ
る
こ

と
を
隠
し
て
生
活
し
て
い
る
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
８
月
、
北
海
道
教
育
委
員
会
は
、

多
様
な
性
の
あ
り
方
に
配
慮
し
、
道
立
高

校
の
入
学
願
書
の
性
別
記
入
欄
を
廃
止
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に

よ
り
、
市
内
の
登
別
青
嶺
高
等
学
校
と
北

海
道
登
別
明
日
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て

も
、
２
０
２
０
年
春
か
ら
性
別
欄
が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
誰
も
が
自
分
の
『
性
』
を
尊
重
し
、
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
生
物
学
的
な
男
女
の
性

差
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し

た
不
当
な
差
別
な
ど
、
『
性
』
に
よ
る
偏

見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
が
必
要
で

す
。

　
私
た
ち
は
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
自
ら

の
意
思
で
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参

画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
育
児
休
業
な
ど
の
各
種
制
度
を
利
用
し

や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
し
た
り
、
一
人

ひ
と
り
の
意
識
を
見
直
し
、
仕
事
や
子
育

て
な
ど
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
偏
っ
て
い
る

負
担
を
共
に
分
か
ち
合
う
こ
と
が
『
男
女

共
同
参
画
社
会
』
の
実
現
に
必
要
不
可
欠

で
す
。

　
互
い
の
性
別
や
個
性
を
認
め
合
い
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

問�

い
合
わ
せ

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

解雇
降格 育休
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